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　東京外国語大学の斉藤です。拠点の副リー
ダーとして藤井先生をサポートすると同時に
在地固有文書研究班を担当しております。
今、北村さんからとても参考になるお話を
いただきましたが、私は、コメンテーター
の資格を失していまして、アーカイブとか図
書館学について詳しい知識があるわけではあ
りません。10分の時間をいただきましたの
で、ローカルのなかのさらにローカルな、ビ
ルマという国を対象として現地語資料収集、
あるいは資料活動に関するコラボレーション
の立ち上げにどのような問題があるか、とい
うことを情報として提供させていただきたい
と思います。ただこの情報はほとんどどなた
にも役に立たない情報だと思いますが、ビル
マは、東南アジアのなかでもコラボレーショ
ンを立ち上げる困難さのよい例をなしている
かと思いますので聞いていただければ幸いで
す。
　東南アジア諸地域の資料状況と文書館に関
しましては、つい最近、2003年 1月に岩波
講座・東南アジア史の別巻が出ました。この
本の第 II部が ｢ 原資料と文書館 ｣となって
いて、東南アジア各地の図書館、公文書館の
収蔵資料の特徴、外国人研究者にとってのア
クセス等を詳しく説明してあります。金石文
から現代史資料まで歴史資料中心ですが、ご
参考になればと思います。
　ビルマ（ミャンマー）の現地語資料の購入に
関しては、近年ある意味では急速に改善され
まして、本屋さんのなかのごく限られた例で
すけれども、日本に居ながらでメールでやり
とりしながら買い付けもできるような状況が
出てきています。外国人による大量の現地語
書籍の購入、持出しには、従来通関等の難し
い問題がありましたが、クリアされつつあり
ます。
　調査や資料関係のコラボレーションの立ち
上げに関しては、まだそれほど簡単ではあり
ません。ただし前例がないわけではなく、今
日先生方のお話を聞いてちょっと誇らしく思
いましたのは 1973、74年、今から 30年も前
のことですが、鹿児島大学の荻原弘明先生を
中心とするビルマ調査団が、ちょうど今私た
ちが掲げています非収奪的な資料収集の形を
実現しておられます。その対象は折畳み写本
それからビルマ語でペーザーといいますが、
貝葉文書です。乾燥椰子葉に書かれた貝多羅
文書です。それらの前近代の資料を対象に大
学中央図書館や国立図書館 ､考古局図書館、
あるいは各地の僧院、それから地方の郷土史
家、あるいは名家といいますか旧家の所蔵す
る資料をマイクロフィルム 114本に収めてい
ます。資料自体は元の場所から決して持出さ
ない、マイクロフィルムにとってそのコピー
を一部日本に招来する、そういう形で行われ
ています。
　その次の例としては、アメリカのコーネ
ル大学が、1990年代初頭に大学中央図書館、
これはヤンゴン大学のキャンパスにあります
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けれども、高等教育機関の全国的な共同利用
図書館です。ここを対象に、宗教文献を除い
た貝葉文書をやはりマイクロフィルムにとっ
ています。リールにして 100巻余のコレク
ションになっています。
　現在進行形のプロジェクトとしては愛知大
学の伊東利勝先生を中心とした文科省のデー
タ科研によるビルマ折畳み写本のデータベー
ス化プロジェクトがおこなわれています。こ
の事業の新しいところは、マイクロフィル
ムに撮ったのち、索引を作成し ､コンテンツ
は CD-ROMとして、ともに出版しています。
現在第三巻まで出ています。大変素晴らしい
仕事ですが、ビルマ側とのオフィシャルな協
力体制を立ち上げるには ､なかなか苦労され
ているようで今のところ個人蔵のコレクショ
ンを中心に事業が進んでいます。
　ビルマはコラボレーションがとても難しい
のではないかとよく言われるのですが、前例
がありますので出来ないことはないというこ
とでしょうか。ただ、次のような手順を踏む
必要があります。私は、来週からビルマに
出かけますけれどもこういう手順でやってい
ます。ただこの結果必ず OKになるというこ
とではないので、藤井先生が最初にビルマに
リエゾンが出来るはずだとおっしゃいました
が、これは一応忘れていただきたいと思いま
す。出来るかもしれません。出来ないかもし
れません。
　研究者あるいは研究機関はまず日本の外務
省の窓口を借りざるを得ません。それからそ
の外務省の窓口から在ヤンゴンの日本大使館
に行きます。私たちの最終目的は先程言いま
した大学中央図書館、国立図書館などになり
ますが、そこに直接行って交渉するのではな
く、大使館を通じそれら機関を管轄する省庁
にアポイントをとり、こういう形で協力を立
ち上げたいと大臣当ての書簡を持っていって
交渉します。ここからうまく最終目的につな
がるかつながらないかは、まあ確実とはいえ
ませんが ､ 不可能でもありません。
　それから在日ビルマ大使館からも側面援
助していただくため、そちらにも手紙をだし
て、各ビルマの省庁に連絡していただく、こ
うすると必ず担当局と交渉が出来ます。
　ですから、ビルマに行って資料調査など公
的な機関で調査したい方は少なくとも一ヶ月
以上前に準備を始められる必要があるかと思
います。今回私の交渉の相手は、教育省、文
化省、宗教省です。財務計画省の下に置かれ
た国立公文書館は 1974年に設立されたもの
で、英領期以降 1977年までの公文書等を非
常に良く集めていて、近年外国人のアクセス
も可能になってきたということです。それか
斎藤照子氏
史資料ハブ／シンポジウム「アジア・アフリカ地域研究と史資料：現状と課題」
80
ら国防省下の軍関係のアーカイブはきわめて
難しいようです。
　これがおよそのビルマの状況で、東南アジ
アの中でまだ一番難しいところかもしれませ
ん。資料活動のコラボレーションを立ち上げ
る中で、研究者は何をすべきかというのはま
だ明確に把握しておりませんが、いろいろな
問題に直面します。私の専攻地域のビルマで
は、一方では非常に貴重な資料が集められず、
放置されたり、散逸するという状況が広範に
あり、あるいは国境を越えてバンコクやシン
ガポールでお土産品として売られているのも
多々目にします。一方でこれがいったん公的
な機関に入りますと文化財になってしまいま
す。この転身が非常に急激です。そうなりま
すと、そういう資料はビルマ国民のものであ
るビルマ人の歴史学者が使うべきものである
ということになります。こういう気持ちはい
ちがいに否定するのでなく、よくわかるので
すが、コラボレーションの中でお互いの利益
といいますか、実りある関係を築けるのだと
いう、そういう実績をやはり 1973年の鹿児
島大学の例にならって築いていかなければな
らないと思います。今まで私どもは自分の研
究テーマだけに関して資料を求めていたわけ
ですけれども、相手国のナショナリズムを笑
える立場にはなく、資料の発掘にかける労力
が大きければ大きいほど、見つけた資料は自
分のものという意識や、他の人に見せたくな
い、こんなに苦労したのだからもう何で見せ
てやれるか、という気持ちが湧いてくるもの
です。仕事の 3分の 1か、2分の 1がそこで
すんだような気持ちにもなるわけです。こう
した自分の意識を引きずっていては、これか
らはやれないだろうと思います。研究という
ものが個人のものではなくなってゆくのかな、
と感じております。
　それから藤井先生や安藤先生のお話を聞き
ますと、現地語を駆使するライブラリアン、
アーキビストを要求してよい、それがあるべ
き姿だということですので励まされるのです
が、現状としましてはビルマ語を読む、特に
古いビルマ語を読むライブラリアン、アーキ
ビストが欲しいって言っても相手にしていた
だけないだろうと思います。そういう中で研
究者として私たちの役割をも、今回の COE
を通じながら考えていきたいと思っていま
す。
